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第 6学 年 国 語科学習指導案
児 童  1 3名 (男子 6名  女 子 7名 )
指導者 佐  藤  直  子

名   三  伝 えたい 「何か」を見つけよう (総合)

名   平 和の とりでを築 く (説明文)
名   自 分の考えを発信 しよう

2  単 元設定の理 由
( 1 ) 児童について

児童 は これ まで 「話す こ と ,聞 くこと」では,「学級討論会 を しよ う」 「二つの意
見か ら」 の学習で討論の流れ に沿 って相手 の意 図を聞 き取 つた り自分の主張を明確に

話 した り,調 べた ことをもとに 自分 の意見 を主張 しあった りす る学習を して きた。身

近 な話題 を題材 に して討論会 シー トを使い話 し合 う学習 を通 して,立 場 をはつ き りさ
せ て話 し合お うとす る態度は育 つて きてい る。話 し合 う中で 自分 の意図を相手 に伝 え

よ うとす る意欲 は高まってい るが,そ のた めの組 立ての工夫 を考 える力 はまだ十分で
はないので 「なにをどう話せばよいか」に 自信が持てず発言に消極的にな?て いる児
童 も見 られる。

「書 くこと」では,「二つの意見か ら」で,  自分の考えを明確に表現す るために根
拠 となる事柄 な どを工夫 して組立てて意見文を書 く学習 を行 った。 「意見―根拠一結
び」 とい う柱に沿つて筋道を立てて文章を書 く活動 を通 して,わ か りやすい文章を書
く力がついてきている。 しか し,全 体を見通 して書 く事柄 を整理 した り,読 み手を引
きつける書き出しを工夫 した りす るなどの組立ての効果を考 えて書 く力はまだ十分で
はない。

「読む こと」では 「森へJ「火星に生命 をさぐる」 「外来語 と日本文化」で,筆 者
の心の動 きと場面の情景を叙述 に即 して読む ことや,筆 者 の考え と事例 とを押 さえな
が ら要旨をとらえる学習を してきたし事例 と筆者 の考えとを見分 けなが ら意味段落の
内容を読み取 り,全 体の要旨をとらえてい く学習を通 して,内 容 を的確に とらえよう
とする態度は育ってきている。しか し,要 旨に関わる大事な言葉 を自分で見つけた り,
筆者が読み手 にわか りやす く訴 えるために どんな構成の工夫をしているかを自分で気
付いた りする力は十分 とはいえない。また,読 み取つた内容 に対 して感想 を述べるこ
とはできるが,筆 者の考 えに対 して 自分の立場をはつき りさせ,読 み深める話 し合い
に消極的な児童 も見 られ る。

( 2 )単元について
本単元は,本 校 の 目指す子供 の姿 「お互いの思いや考えをや りとりし,お 互いに分

か り合お うとする子供」の具現化 を図るために設定 した単元である。本単元での主た
る指導事項は,「読む こ と」では 「書かれている内容 について,事 象 と感想 ,意 見の

関係 を押 さえ,  自分の考 えを明確 に しなが ら読む こ と」,「書 くこと」で!ま「自分の

考えを明確 に表現す るため,文 章全体 の組 立ての効果を考 えるこ と」, F話 す こと ,

聞くこと」では 「考 えた ことや 自分の意図が分かるよ うに話の組立てを工夫 しながら,
目的や場に応 じた適切な言葉遺いで話す こと」である。
本単元ほ 「平和のとりでを築 く」 と 「自分の考えを発信 しよう」 とい う二教材か ら

構成 されている。 「平和」 とい うことを窓 口として 「環境」 「福祉」 「国際理解 」 とい
つた 「自分たちの水 来」 に対す る自分の考えを発信す ることが大きなね らいである。
「話す こ と ・聞 くこと」 「書 くこ と」 「読むこ と」 の総合単元であるので,児 童が こ

れまでに身に付けてきた力 を発揮 し,意 欲的に学習を進め られるよ うにしなが ら国語
の力 を高めていきたい。 また,「平和の とりでを築 く」は,説 明文的文章の最後 とし
て,課 題提示 ・説明 ・主張 とい う文章構成がはっき りとわかる題材である。内容につ
いて学ぶ とともに,文 章で何かを伝 えたい ときの文章構成 をもう一度確認す ることが
できるものである。

( 3 )指導にあたって

本単元でね らう主たる指導事項の定着を図るため,指 導にあたつては次のよ うに進
めたい。
① リー ド文を確認 し,「今の社会を見すえて,自 分の考えを持ち,未 来に向かって発

信 しよう」という目的を意識 させ自分の考えを持たせながら学習を進めていく。
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② 「平和のとりでを築く」では,「原爆 ドームの紹介―戦時中の歴史的事実一保存運
動にこめられた人々の思い一世界遺産に指定一筆者の考えと意見」という構成を図
や表にまとめ,事 例と意見を的確にとらえながら,原 爆 ドームが人の心に平和のと
りでを築 くための世界遺産であるとい う筆者の未来を見すえた訴えを読み取ること
ができるようにする。

③ 「平和のとりでを築くというのはどうい う未来をつくることなのか」 とい うことに
ついて話 し合 うことを通して,「平和の とりでを築 く」の読み取 りをもとに,筆 者
の訴えに対する感想にとどまらず 「平和な未来の社会の姿」について自分の考えを
持つことができるようにする。それを後半の学習につなげていくために,そ れぞれ
がどんな未来をつくつていきたいかについて考える際には事例を挙げて自分の考え
を話せるようにする。話し合いを通 して,原 爆 ドームだけでなく,戦 争,地 言,交
通事故,環 境汚染など様々な視点か ら未来に向かつて考えられることに気付かせた
い 。                                                                 (         ‐

④ 「自分 の考 えを発信 しよう」では,  自分 が決めたテーマについて調べた り,調 べた
結果を音声や映像,ポ スターや新聞な どに加工 した りす る手順 を明確 に して,主 体
的に取 り組 めるようにしたい。 自分たちのよりよい未来 を築 くために今いちばん訴
えたい ことを考 え,そ れを誰に,  どんな方法で伝えるか とい うことを 5つ の言語意
識を明確 に して取 り組めるようにしたい。

⑤ 自分の考 えを書 く活動では,書き出 しに読み手の関心を喚起する事例を配置 したり,
時間的順序 を意図的に変えて印象深い事柄 か ら書き出すなどの構成の よさに気付か
せ,構 成を正夫する場面を設定 し読み手 の立場に立って効果を考えて発信できるよ
うに したこい。

③発表の練習の時間をとり,中 開発表会 を行 う。 「は じめに相手をひ きつける工夫が
あるか」 「訴 えたいことがはつき りわか るか」 「理 由 となる事例が具体的に挙げ ら
れてい るか」 とい うことをポイン トに聞き合い,相 互評価 をす ることを通 して,友
達の表現の よさや改善点に気付き 自分の発表に生か していけるようにす る。本番の
発表は ビデオに撮 り,後 から自分で見てふ りかえられ るようにしていきたい。

3  指 導 目標
( 1 )国語への関心 ・意欲 ・態度

よりよい未来の社会 についての自分の考 えをまとめて,説 得力のある話をした り,
文章を書いた りしようとしている。

( 2 )話すこと“聞 くこと
よりよい未来の社会 をつ くるために 自分 の考えが分かるように,資料や例示の活用,

結論や山場 の位置づけなど話の組立てを工夫 しなが ら話す ことができる。 (ア)
( 3 )書くこと

よりよい未来の社会をつ くるための 自分 の考えを明確に表すために,全 体の組立て
てを考えて書 くことができる。 (ウ)

( 4 )読むこと
平和 とは何か,平 和のとりでを築 くとは どんな未来をつ くることなのかを考える目

的で文章 を読み,事 象 と筆者の意見 ・訴 えたいことをとらえ,自 分の考 えを萌確に持
つように して読む ことができる。 (工)

( 5 )言語事項
自分の考えを相手にわか りやす く伝 えるために,文 や文章にはいろいろな効果的な

構成があることについて理解す ることができる。 (オ (ア) )

の4

闘 ′F 音 鮎 桂 唐 話す こと ・聞くこと く こ 読むこと 言語 事 項

O 自 分 の 考 え を伝

え る た め に 効 果 的

な 文 章 や 形 態 を選

択 し, 発 信 し よ う

とす る。

O 自 分 の考 えが わ

か る よ うに資料 の

例 示 の 活 用 , 結 論

や 山場 の位 置づ け

な ど話 の組 立 て を

意 識 して話 して い

る_

①相手 にわ か りや

すい よ う,  自分の

考 えを明確 に し,

全体の組 立 て を考

えて書いてい る。

O事 象 と筆者 の意

見や訴 えをとらえ

自分の立場か らそ

れ らをどうとらえ

るか考 えをもちな

が ら読んでいる。

O 文 や 文 章 に はい

ろい ろ な構 成 が あ

る こ と を理 解 して

いる。
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5  指 導計画 と具体の評価規準 (全 1 4時 言舌 ・

学習活動 の 法

聞心 ・意欲 ・態度 話す ・聞 く 書 く こ 井 よF「 ル 言語 事項

l

第 1次
・リー ド文 や 写

真 を 手 が か り

に これ か ら の

社 会 が ど の よ

うに な つ て ほ

しい か に つ い

て 考 え ・ 話 し

合 うた

・自分 の 考 え を

意 欲 的 に 発 表 し

た り友 達 の 感 想

を 聞 い た り して

学 習 の 見 通 しを

持 と う と して い

る。 ( 観 祭 ・ノ
ー ト)

・写 真 や ツー ド

文 か らこれ か ら

の社 会 の 課 題 や

大 切 な こ と は 何

か に つ い て 訴 え

て い る こ と を読

み取つている。

( 配集 ・発言)

２

３

祭iな茨
・筆 者 の 考 え に

対 す る 自 分 の

考 え を は っ き

り させ な が ら

「平 和 の と り

で を築 く 」 を

読む。

・筆 者 の 意 見 や

感 想 を と ら え ,

自分 の 立 場 か ら

そ れ ら の 意 見 に

つ い て どの よ う

に 考 え るか 意 識

しな が ら読 も う

としている。

( 観集)

, 事 実 と筆 者 の

感 想 や 意 見 とを

分 け , 図 や 表 に

表 す こ とに よ り

筆 者 の 意 見 を と

らえている。
: 文 書 構 成 や 文

末 実 現 を 手 が か

りに して 筆 者 の

意 見 を と ら え て

い る。 ( ノー ト・

発言)

・文章の実際 に

印 して構成のエ

夫 を見出 してい

る。 ( 発言)

4 平 和 に つ い て

話 し合 う

( 本時)

・前 時 まで の読

み取 りをもとに,

い ろ い ろ な 観 点

か ら平 和 に つ い

て 考 え よ う と し

ている。 ( 発言)

・「平 干口の と りで

を 築 く と は ど う

い う未 来 を つ く

る こ と か 」 とい

う 問 い か け に つ

い て の 自 分 の 考

え を 話 し合 い を

通 して 交 流 し ,

自分 の 読 み を 深

めて い る。 ( 発言

・ノー ト)

5

6

7

8

9

劣車求
・何 を,誰 に,

どん な方 法で

伝 えるか 考 え

る。

口自分 の 考 え を

伝 え る た め に

集 つ た 必 要 な

情 報 を取 捨 選

択 した り整 理

した りす る。

・目的 意 識 ,相

手 意 識 ,方 法 意

識 を持 つ て 自分

の 考 え を伝 え る

形 態 を 選 択 し書

こうと している。

(観集 ・ノー ト)

・発 信 の 全 体 の

展 開 を 見 通 して

目的 や 意 図 ・相

手 意 等 を 考 え な

が ら書 く必 要 の

あ る事 柄 を整 理

している。

( ノー ト)
°相 手 が わ か り

や す い よ う事 例

と 自分 の 感 想 ,

意 見 を 分 け , 全

体 の組 立 て を 考

えている。

_〔∠ェ 上」……………
・書 き 出 しに 読

み 手 の 関 心 を 喚

・自分の意図 を

伝 え るた めに文

や文章 に は効果

的 な構成 がい ろ

い ろある ことを

理解 して い る。

( ノー ト)
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材 料 の 示 し方

を 考 え , 資 料

を作 成 しな が

ら全 体 の 組 立

てを考える。

発 表 の嫌 習 を

行 い , 中 間 発

表会をする。

伝 え た い こ と

の 発 表 会 を す

る。

起 す る事 例 を配

置 した り結 論 を

先 に 置 い た りす

る な ど伝 えた い

相 手 を意 識 しな

が ら意 図 が 正 し

く伝 わ る よ う工

夫 して 書 い て い

る。 ( ノー ト)

１

２

・資 料や話 し方

な ど友 産 の よい

と こ ろ を進 ん で

見 つ け よ う と し

てい る。 ( 発言 ・

ノー ト)

・資 料や話 し方

な ど友 達 の よい

ところ を見つ け

て教 えた り改 善

すべ き ところを

指摘 した りして

よ りよい構成 を

考えてい る。(発

表 ・観 察)
・事 実 と感想 ,

意見 の違 い を 区

別 し な が ら 聞

き , 相 手 の立 場

に 立 っ て聞 い た

り質 問 した り し

てい る。

・文 章 にはい ろ

い ろな効果的 な

構成 があ るこ と

に つ い て 理 解

し, 構 成 の工夫

して い る。 ( 発

言 ・ノー ト)

13

14

6  本 時の指導
( 1 ) ね らい

「平和 の とりで を築 く」の読 み取 りを も とに,平 和の と
うい う未 来 をつ くるこ となのか を考 え るこ とを通 して,
ができる。

ど

と

は

こ

の

る

】つ
め

い

深

と

を

く

え

築
考

を

の

で
分

り
自

り

て

つ

よ

い
合

導

ら

つ
し

と
未
ぞ
と

し
日

七
すの教

い
れ

こ

写
よ
そ
た

き

　

る

る

　

聞

つ
　

え

す

　

く

は

　

一百
に

　

よ

を

う
。

て

て
　

を

う
。

え

よ

け

あ

　

見

よ

考
え

つ
め
　
土ｆ
乙

の
伝
を
を
　

の
考

分
と
由
と

。達

て

自
り
理

こ
ぞ
友

い

①
　
①
　
　
Ｏ

Ｊ
和

ん

の
考

こ

学
和
平
ど
な

の
う

の
平

て
は
と
れ
合

時
Ｆ

し
と

こ
ぞ
め

本

て
に
く
る
れ
深

一巾

1  前 時までの学
りかえる。

を ふ

本時の学習課題 を確
認す る。

無

い

を

な

で

と

リ

ニ

と

る

の

く

和

つ

平 とい うことはどうい う未
よ
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具体の評価規準

A :「 平和 の とりでを築 く」 とい

うことは どうい う未果 をつ くる

ことかの友達の話 を聞いて 自分

の考えに付け加えた り修正 をし

た りして 自分の考 えを深めてい

る。 (発言 ノー ト)

B t 「 平和 の とりで を築 く」 とい

うことは どうい う未来をつ くる

ことかの 自分の考えを具体制 を

革げて話す ことで自分の考えを

深 めている。 (発言 ノー ト)

Cへ の手立て :自分の考えをもて

ない児重には, P 5 8 ～ 5 9 の写

真や戦争,事 件の新聞記事など

に注 目させ る。これ らの写真か

ら平和や よりよい未来をつ くる

ために実行す るといい と思 うこ

と,し はいけない と思 うことを

文の手助けをする

来

を

み
発
↑
か

で
，つ
の
　
で・

り

い
な

う

と

う

と

合

の
ど

こ
し

和

は

る
話

平

と

く

に

Ｆ

ｊ

つ
毎

く
を

班

( 1 ) 「平和のとりでを

築 く」を音読す る。

( 2 )「 平和 の と りで を

築 く」で筆者 が訴 え

たぃ ことはなんだ つ

たのか 自分の読み取

りとそれ に対す る 自

分が考 えるよ りよい

未 来の社会の姿 につ

いて話 し合 う.

・3つ の班に分 かれ て

話 し合いをす るを

い
と

を

た

こ
読

たヽ
い
立
日

伝

し

ら

に

ほ
が

手

て
な

”み
こ
え

えヽ

読

考

考

が
　
，
か

。

者

と

何

る

筆

こ
は
す

分
話

，
な
え
せ

自

て
き

い
考

か

る
け
潤
合

て
付

ナ
引
拷
レ
ド

械わ癖肌
升頗

離
帥
印
姥
離
鯨

つ
刻
ほ
鳳

和
理

拝
見
和
観

平
を
な

意
平
な

平

を
討

に
え
う
‐

や

，
々

毎
考
合
間
ら
様

・

班

の
し
質
が

る
る

○ 戦 争 の な い未 来 をつ

く りた い 。ナ ス カの

地 上 絵 が 今 も残 つて

い るのは ,そ こで戦

争 がなかつたか らだ。

戦争 が あ る と,今 ま

で の文化 遺 産 が失 わ

れ て しま うと思 う。

戦 争 が な い未 来 をつ

くるた め には世界 の

人 と協 力 す る こ とが

大切だ。
① 私 は 同 じ地上絵 の写

真 か ら洪 水や 自然 災

害 の ない社会 がいい

と考 えた。台風 でた

くさんの被害が あつ

た よ うに, 流 されて

しま うともつたいな

ぃ。 だか ら, 木 を切

りす ぎた り温暖化 が

進 ま ない よ うに環境

を考 えた生活 を世界

中の人が した りす る

ことが大事だ と思 う。

O 私 は この前の台風の

新聞記事 か ら同 じよ

うに考 えた。 台風で

た くさん の人や建物

が被害にあつている。

自然 災害 だけ ど,木

を切 りす ぎたせ いで

上砂崩れ が起 きたの

では ないか。 自然破

壊 をす る と,人 間が

安全 に暮 らす ことも

で きない か ら,自 然

が あ る社 会がいい と

思 う。
O 私 は地雷 の本 か ら～

～ さん と同 じ戦争の

ない社会 がいい と考

えたが, ～ ～ さんは

- 3 0 -



30

( 3 ) 友達の意見 と自分
の意見 とを比較 し,
自分の考 えに新 しく
加 わった ことをノー

トに書 く。

ん
意

の
　

々
と

の
　
た

か

い
の

み
う
体

　
様

こ
え
　

る
点

て
時

話
紹

つ
に
と
点
付

に
ょ
自

し
も

に

の
に
に

の
和
観
気

さ
り

に
詳

か
動

班
な

見
も
平
な

に
よ
よ
め
ら
く
活

ナ
そ

て
文
う
と
た

こ

ハ
誰

る
え

か

こ
て
情

利
ど
事

い
卜
に

こ
同
な
た
別

べ
わ

〇
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
〇

終

末

10

本 時 の ま とめ をす る
ノー トに本 時 の 自

己評 価 を記 入 す る。

( 2 )感 想 を発表す る。

理 由 をつ けて 自分 の考 え
を述 べ るこ とが で きた か

確認す る。

想
　
か
ね

こ
す

感
　
り
重

る
賛

嫌曲託薙憐丑

の
れ

の
　
，
分

で

料
あ
時

り
自

が

。

資

が
本
え

て
と

る

O 新 聞記 事 を説 明 しな
が ら意見 を言 えた。

① 写真 を見 て気 付 い た
こ とを も とに ,話 す
こ とができた。

① 「平和 」 は戦 争 が な
い と思っていた けど,
～ ～ さん の意 見か ら
戦 争 が な いだ けで は
平和 にな らな いん だ
と感 じた。

① ～ ～ さん の話 は知 ら
な か った。 ニ ュー ス

を よ く見 て考 えて い

てすごいと思った。

- 3 1 -
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ぐ

必
要
な
情
報
を
整

理

し

て

組

み

立

て

スω
。 伺

を

、

だ

れ

に
、

ど

ん
な

方

法

で
伝

え

る

か
考

え

る
。

「
平
和

の
と
り
で
を

築

く
」
と
は
ど
ん
な

茉
来
を

つ
く
る
こ
と

か
を
話
し
合
う
。

ぐ

一
平

和

の
と

り

で
を

築

く
」

を
読

む
。

写
真

を
手
が
か
り

に
ヽ

こ
れ
か
ら

の
社

会

が
ど

の
よ
う

に
な

っ
て
ほ
し
い
か
考
え

ウハぜ
。 学

習

す

る

こ
と

く

司

事

実

い
感

想

、
意

見

を
分

け
、

組

み
立

て
を

工
夫

し

て
書

こ

ン「ノ′。

一
「

伺

を

訴

え

る

か

を

決

め

、

自

分

の
考

え

が

伝

わ

る

よ

う

に

書

】
▼
つ
。

「

未

来

に

つ
い

て

の
自

分

の
考

え

を

わ

か

り

や

す

く

伝

え

、

考

え

を
深
め
よ
う
。

「

筆

者

の
う

っ
た

え

に

つ
い
て
、

自

分

の

考
え
を
持
と
う
。

「

筆

者

が

う

っ
た

え

た

い

こ
と

は
何

か

を

読

み
取
ろ
昆

写
真
か
ら
社
会

の
課

題
や
大

切
な

こ
と

は

何

か
と

い
う

こ
と

を

読
み
取
ろ
う
。

「

め

あ

て

わ
か

つ
た

こ
と

・
感
想

・
友
達

か
ら

の
深
ま
り

車
一
一

係

Ｔ

え

払
に

い

「

怖
側

工
碑

」

を

見

つ

け

よ

う

―

紺

―


